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は

や

い

も

の

で
、

十
一
中
と
六
中
が
統
合

さ
れ
て
、
10
年
近
い
月

日
が
流
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
振
り
返
る
と

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
？

同
窓
会
会
長
（
19

期
生
） 

大
内 

慎
吾

平
成
28

年
度
の
緑
野
中
学
校

緑
野
中
学
校
校
長
　 
田

代

　

雅

規

　

緑
野
中
学
校
に
着
任

し
て
２
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
同
窓
会
の
皆
さ

ん
「
手
套
29
号
」
の
発

行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
の

緑
野
中
学
校
も
年
度
当
初
の
計
画
通
り
に
教
育
活

動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

特
に
５
月
に
実
施
し
た
体
育
祭
で
は
、
初
め
て

応
援
団
を
結
成
し
３
色
の
色
別
対
抗
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
３
年
生
を
中
心
に
多
く
の
生
徒
が
活

躍
し
、
保
護
者
も
一
体
と
な
り
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
11
月
の
学
芸
発
表
会
（
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
）
は
、
中
野
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
が
改
修
工
事

で
使
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ル
ネ
小
平
で
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
が
、
５
０
０
名
以
上
の
保
護
者

や
地
域
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
良
い
行
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

１
年
間
を
通
し
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

こ
の
間
、
「
中
野
区
立
第
十
一
中
学
校
同
窓
会
」

の
在
り
方
に
つ
い
て
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
緑
野
中
誕
生
の
際
は
，
六
中
同
窓
会
、

緑
野
中
同
窓
会
と
統
合
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
学
校
側
か
ら
、
「
緑
野
中
の
同
窓
会
が
存

在
し
な
い
状
況
で
、
同
窓
会
を
統
合
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
。
卒
業
生
が
20
才
に
な
る
ま
で
統

合
に
つ
い
て
の
考
え
は
延
ば
し
た
い
。
」
と
の
お

話
し
を
頂
き
ま
し
た
が
結
論
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

十
一
中
同
窓
会
の
活
動
に
つ
い
て
こ
の
10
年
年
程

の
間
、
単
独
で
存
続
、
六
中
と
の
統
合
、
解
散
等

な
ど
…
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

緑
野
中
は
、
平
成
30
年
に
は
開
校
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。
開
校
10
周
年
に
際
し
て
、
十
一
中
同
窓

会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
い
く
の
が
良
い

の
か
？
今
後
の
課
題
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
私

た
ち
の
母
校
十
一
中
は
、
50
年
間
で
卒
業
生
は

８
０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。
純
粋
に
、

こ
の
伝
統
、
歴
史
を
今
後
も
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

動
に
も
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
山
祭

り
に
は
、
40
名
以
上
の
生
徒
が
参
加
し
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月
の
熊
本
の
震
災
に
は
、

生
徒
会
を
中
心
に
未
使
用
の
タ
オ
ル
集
め
を
実
施

し
ま
し
た
。
緑
野
小
学
校
・
北
原
小
学
校
・
平
和

の
森
小
学
校
の
児
童
・
保
護
者
の
方
の
協
力
も
え

て
、
１
７
０
０
枚
以
上
の
タ
オ
ル
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
熊
本
市
長
及
び
熊
本
の
小
学
校
の

児
童
か
ら
感
謝
の
手
紙
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

緑
野
中
学
校
の
生
徒
は
、
保
護
者
や
地
域
の
多

く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
思
い
や
り
の
心
を
も
っ

た
優
し
い
生
徒
に
育
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
し
て

も
教
育
目
標
に
あ
る

「
探
求
・
創
造
・
共
生
」

の
精
神
を
も
と
に
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の

期
待
に
応
え
る
よ
う
に

教
育
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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写
真
家
と
し
て
活
躍
中
の
、
丹
羽
諭
氏
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。

・
中
学
時
代
の
一
番
の
思
い
出
は
？

　

桜
井
先
生
、
鈴
木
先
生
、
小
尾
先
生
、
菅
原
先

生
な
ど
、
よ
く
覚
え
て
い
る
。
教
え
る
こ
と
に
熱

心
な
い
い
先
生
方
だ
っ
た
。
同
級
生
は
皆
、
仲
が

良
く
、
学
校
が
楽
し
か
っ
た
。
授
業
中
、
堂
々
と

居
眠
り
を
し
て
、
先
生
が
「
そ
の
ま
ま
に
し
と
い

て
や
れ
」
と
言
っ
た
と
か
で
、
休
憩
時
間
に
な
っ

て
目
が
覚
め
て
皆
に
大
笑
い
さ
れ
た
こ
と
が
懐
か

し
い
。

・
得
意
不
得
意
な
学
科
は
？

　

社
会
科
、
特
に
日
本
史
に
興
味
が
尽
き
な
い
。

今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
趣
味
の
歴
史
の
写
真
を

４
期
生　

丹

羽
　

諭

氏

　
　
　
　
　

（
ニ
ワ 　

サ
ト
シ
）

発
信
中
（h

ttp
://sn

iw
a.w

eb
-p

ro
p

h
o
to

.co
m

/

）。

苦
手
は
英
語
と
数
学
と
理
科
。
鈴
木
先
生
に
申
し

訳
な
い
。

・
写
真
家
に
な
る
き
っ
か
け
は
？

　

会
社
で
庶
務
課
に
配
属
さ
れ
、
工
場
に
季
節
労

働
者
の
方
が
大
勢
い
た
。
会
社
の
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
で
そ
の
方
達
の
顔
写
真
を
撮
影
す
る
必
要
が
あ

っ
た
が
、
カ
メ
ラ
の
使
い
方
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら

な
い
。
カ
メ
ラ
は
金
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
て
勝
手

に
さ
わ
る
事
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
止
む
を
得
ず
、

会
社
の
前
の
写
真
店
で
カ
メ
ラ
を
買
っ
て
練
習
し

た
。
東
京
の
祭
り
を
撮
っ
て
い
る
内
に
面
白
く
な

り
、
い
っ
そ
の
事
と
、
会
社
を
辞
め
て
そ
の
写
真

店
に
就
職
し
た
。

・
写
真
家
と
し
て
の
苦
労
は
？

　

２
年
後
、
写
真
店
の
経
営
が
お
か
し
く
な
っ
て

辞
め
、
思
い
切
っ
て
毎
日
新
聞
の
写
真
部
に
写
真

を
持
っ
て
行
っ
た
。
何
度
も
通
う
内
に
仕
事
を
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
4
年
程
経
っ
た
時
、
デ
ス

ク
が
「
丹
羽
も
そ
ろ
そ
ろ
一
本
立
ち
し
な
い
と
」

と
、
「
毎
日
グ
ラ
フ
」
で
自
分
の
写
真
で
16
頁
も

「
東
京
の
祭
り
」
の
特
集
を
組
ん
で
く
れ
た
。
こ

の
頃
か
ら
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
が
人
物
取
材
に
な

る
。
就
職
情
報
誌
で
、
毎
日
経
済
部
の
「
硲
（
は

ざ
ま
）
宗
夫
」
氏
と
は
連
日
の
よ
う
に
大
企
業
の

社
長
の
所
に
行
っ
た
。
硲
氏
は
八
幡
製
鉄
と
富
士

製
鉄
の
合
併
を
ス
ク
ー
プ
し
た
毎
日
を
代
表
す
る

記
者
だ
。
あ
る
時
、
硲
氏
と
製
薬
会
社
の
社
長
を

取
材
し
た
翌
日
、
医
学
雑
誌
の
取
材
で
ま
た
同
じ

社
長
の
所
に
行
く
事
に
な
っ
た
。
片
方
が
カ
ラ
ー

で
片
方
が
モ
ノ
ク
ロ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
違
う
か
ら

止
む
を
得
な
い
。
先
方
で
事
情
を
説
明
し
て
再
び

撮
影
し
た
が
、
皆
で
大
笑
い
し
た
。
取
材
対
象
者

は
昭
和
天
皇
か
ら
ホ
ー
ム
レ
ス
ま
で
幅
広
く
、
い

ろ
ん
な
事
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
銀
座

で
早
朝
、
ホ
ー
ム
レ
ス
を
取
材
し
た
時
は
胸
が
痛

ん
だ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
薬
物
治
療
の
専

門
病
院
で
は
個
室
の
患
者
の
様
子
を
見
て
息
を
の

ん
だ
。
昭
和
天
皇
の
「
大
喪
の
礼
」
で
は
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
現
天
皇
の
「
即
位
の
礼
」
で
は
ボ

リ
ビ
ア
大
統
領
の
同
行
取
材
を
し
た
。
二
人
共
、

ク
ー
デ
タ
ー
で
政
権
を
握
っ
た
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ

ィ
シ
ュ
の
大
統
領
は
国
を
留
守
に
し
て
い
る
間
に

（
反
対
派
の
）
ク
ー
デ
タ
ー
に
あ
い
、
帰
国
後
に

投
獄
さ
れ
た
。
ま
っ
た
く
世
の
中
、
何
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
作
家
の
取
材
も
多
か
っ
た
。
吉

村
昭
氏
の
ご
自
宅
で
奥
様
の
津
村
節
子
氏
に
お
茶

同

窓
生

訪
問

中
野
区
立
第
十
一
中
学
校　

第
４
期
生
（
１
９
６

２
年
卒
業
）

日
大
鶴
ヶ
丘
高
校
を
経
て
日
本
大
学
法
学
部
政
経

学
科
卒
業
。
四
年
生
の
時
、
全
共
闘
に
参
加
、
二

度
の
逮
捕
で
国
家
権
力
の
本
質
を
肌
で
知
る
。
会

社
員
に
な
っ
て
か
ら
カ
メ
ラ
に
興
味
を
持
ち
、
写

真
店
に
勤
め
、
そ
の
後
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し

て
70

歳
に
な
っ
た
今
も
現
役
。

現
在
、
埼
玉
県
深
谷
市
で
妻
と
二
人
の
生
活
。

趣
味
は
国
内
旅
行
と
温
泉
め
ぐ
り
。

一
般
社
団
法
人
日
本
写
真
作
家
協
会
会
員
。

■■■　略　歴　■■■
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を
出
し
て
頂
い
た
時
は
恐
縮
し
た
し
、
写
真
家
の

秋
山
庄
太
郎
氏
も
撮
っ
て
い
る
。
当
時
、
先
生
は

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
大
嫌
い
だ
っ
た
が
「
先
生
、

今
日
は
こ
れ
で
撮
り
ま
す
」
と
言
っ
て
カ
メ
ラ
を

見
せ
た
ら
「
勝
手
に
し
ろ
！
」
と
言
っ
て
許
し
て

く
れ
た
。
２
０
１
２
年
に
は
80
歳
以
上
の
現
役
で

働
い
て
お
ら
れ
る
方
々
を
取
材
し
た
「
い
つ
も
元

気
、
い
ま
も
現
役　

老
い
て
こ
そ
輝
く
人
生
！
」

（
厚
生
科
学
研
究
所
刊
）
と
い
う
本
を
出
版
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
頂

き
た
い
。
昨
年
は
、
山
梨
県
立
文
学
館
の
「
北
杜

夫
展
」
で
自
分
が
撮
影
し
た
北
さ
ん
の
写
真
を
ポ

ス
タ
ー
に
使
っ
て
も
ら
っ
た
。

・
後
輩
に
一
言

　

人
生
、
ど
こ
で
ど
う
転
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
が
、

地元で活躍
する同窓生

　
　
　
　

５
期
生　

篠
崎
金
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
鷺
宮
二
丁
目
在
住
）

　

十
三
歳
（
中
一
）
で
日
本
鳩
レ
ー
ス

協
会
に
入
会
。
以
来
約
五
十
余
年
鳩
レ

ー
ス
に
参
加
し
、
75
年
下
関
八
百
㌔
が

最
初
の
東
京
西
地
区
優
勝
。
西
方
は
88

年
ソ
ウ
ル
五
輪
記
念
日
韓
親
善
・
釜
山
千
㌔
レ
ー

ス
優
勝
。
北
方
で
は
稚
内
千
百
㌔
優
勝
、
五
百
㌔

か
ら
千
百
㌔
ま
で
、
西
地
区
優
勝
十
数
回
、
又
協

会
の
委
託
鳩
舎
レ
ー
ス
で
は
二
百
、
五
百
、
七
百
、

九
百
㌔
と
四
回
の
全
国
優
勝
と
現
役
の
レ
ー
ス
マ

ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
高
校
二
年
の
時
に

「
中
野
の
金
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て

は
東
京
五
輪
の
国
立
競
技
場
で
の
開
会
式
の
放
鳩

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
又
、
日
韓
合
同
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
開
催
時
に
は
ベ
ル
ギ
ー
国
営
テ
レ
ビ
で
も
紹

介
さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
と
友
人

も
多
数
お
り
ま
す
。
89
年
近
隣
地
域
の
武
蔵
野
連

合
会
の
会
長
に
就

任
。
日
本
鳩
レ
ー
ス

協
会
の
審
査
競
翔

委
員
会
委
員
長
、
評

議
員
、
専
務
理
事
を

歴
任
。
現
在
は
顧
問

と
し
て
、
一
部
、
欧

州
の
人
々
、
全
国
の

愛
鳩
家
と
親
交
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

へ
こ
た
れ
ず
、
し
が
み
つ
い
て
行
け
ば
な
ん
と
か

な
る
。

・
学
校
区
内
の
今
と
昔
の
町
並
み
は
？

　

今
、
丸
山
近
辺
も
高
齢
化
が
進
み
、
町
内
が
「
年

金
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
か
。
心
配
し
て

い
ま
す
。

・
現
在
の
若
者
観
は
？

　

昨
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
日
本
の
軍
事
化
に
反
対

し
て
国
会
前
で
抗
議
す
る
若
者
達
の
映
像
を
見
て

頼
も
し
い
と
思
っ
た
が
、
連
続
し
て
も
っ
と
声
を

上
げ
て
欲
し
い
。

・
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

深
谷
市
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
富
岡
製
糸
場
の

初
代
場
長
「
尾
高
惇
忠
旧
宅
」
で
、
同
世
代
の
人

達
と
解
説
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

４
期
生　

梶　

悌
三

　

平
成
28
年
9
月
25
日
（
日
）
13
時
か

ら
新
宿
住
友
ビ
ル
49
階
の
「
ス
カ
イ
ギ
ル
ド
」
に
て

4
期
生
の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
鈴
木
敞
先
生

を
迎
え
、
31
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
先
生
は
病
気
一
つ
さ
れ
ず
に
す
こ
ぶ
る
お
元

気
な
姿
で
の
ご
出
席
で
し
た
。
卒
業
以
来
初
め
て
会

う
人
も
い
て
、
当
時
の
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
き
、

会
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
二
次
会
は
22
名

が
カ
ラ
オ
ケ
の
大
部
屋
に
な
だ
れ
込
み
、
ま
ず
最
初

に
鈴
木
先
生
が
歌
う
「
若
者
よ
」
を
み
ん
な
で
一
緒

に
歌
い
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
鈴
木
先
生
が
授
業
中
に

同
期
会
だ
よ
り

ク
ラ
ス
で
よ
く
歌
っ
て
教
え
て
く
れ
た
歌
で
す
。「
♪

わ
か
～
も
～
の
～
よ
～　

か
ら
だ
を
き
た
え
て
お
け

～
」
と
い
う
あ
の
歌
。
あ
っ
と
い
う
間
に
中
学
生
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
、
み
ん
な
が

聴
い
て
い
る
、
聴
い
て

い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

マ
イ
ク
は
ど
ん
ど
ん
出

席
者
の
間
を
駆
け
巡
っ

て
い
き
ま
し
た
。
最
後

に
十
一
中
の
校
歌
を
皆

で
歌
い
、
次
回
の
再
会

を
約
束
し
て
お
開
き
と

し
ま
し
た
。

四
期
生



中野第十一中学校　同窓会新聞    しゅとう  　　　第 29 号・平成 29 年４月発行　　（４）

　

「
同
窓
生
訪
問
」
に
は
過
去
に
参
議
院
議
員
、

映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
短
大
・
大
学
の
学
長
、

国
連
職
員
、
落
語
家
、
音
楽
家
、
俳
優
、
地
域
の

郵
便
局
長
、
開
業
医
、
不
動
産
屋
さ
ん
な
ど
沢
山

の
同
窓
生
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様

の
新
し
い
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

事
務
局　

中
野
区
鷺
宮
１
の
７
の
４　

笠
原

電　

話　

０
３
（
３
３
１
０
）
６
１
２
２

メ
ー
ル　

k
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第十一中学校同窓会

総会・懇親会

平成２９年５月２７日（土）

総　会 １５時３０分～１６時

　　終了後

 同窓会合唱団演奏

場　所　緑野中学校

 　２階フリールーム

懇親会 １７時頃より

場　所 近くのお店で予定 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

６
月
24
日
（
土
）
14
時
。
新
宿
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
地

下
一
階
の
パ
ー
テ
ィ
ル
ー
ム
で
開
催
。

◎
十
五
期
・
還
暦
同
期
会

11
月
11
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。
場
所
、
時
間
は

未
定
。
双
方
と
も
連
絡
先　

長
谷
川　

嘉
昭    

　
　
　
　
　
　

中
野
区
沼
袋
４
の
７
の
６　
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窓
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報
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同
窓
会
報
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平
成
28
年
4
月
16
日
、
水
泳
部
は
平
成
12
年
以

来
、
7
回
目
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
水
泳
部
同
窓
会
は
中
野
区
水
泳
大
会
に
お

い
て
、
9
期
（
昭
41
）
か
ら
20
期
（
昭
52
）
ま
で

の
連
続
11
年
間
総
合
優
勝
と
い
う
、
歴
史
に
残
る

輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
た
部
員
達
の
集
ま
り
で
す
。

　

こ
の
同
窓
会
に
毎
回
欠
か
さ
ず
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
の
が
11
年
間
の
連
続
優
勝
を
指
導
さ
れ

た
、
小
圷
先
生
で
す
。

　

先
生
の
指
導
は
少
数
の
エ
ー
ス
を
育
成
す
る
の

で
は
な
く
、
部
員
全
員
の
底
上
げ
で
し
た
。
た
だ
、

だ
れ
が
大
会
に
出
場
し
て
も
優
勝
も
し
く
は
そ
れ

に
準
じ
る
成
績
を
残
す
と
い
う
、
い
わ
ば
全
員
を

エ
ー
ス
に
育
て
て
し
ま
う
素
晴
ら
し
い
指
導
で
、

マ
ジ
ッ
ク
と
い
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

部
員
に
は
都
大
会
で
活
躍
し
た
人
や
、
高
校
で

全
国
レ
ベ
ル
ま
で
進

ん
だ
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
も
水
泳

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

　

十
一
中
水
泳
部
の

特
徴
は
他
の
運
動
部

と
の
交
流
が
盛
ん
だ

っ
た
こ
と
で
す
。
プ

ー
ル
で
泳
げ
な
い
冬

は
陸
上
部
や
卓
球
部
の
練
習
に
参
加
し
た
り
、
逆

に
夏
は
バ
レ
ー
部
や
野
球
部
の
部
員
が
区
の
水
泳

大
会
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
ク
ラ
ス
よ
り
水
泳
部
で
の

想
い
出
の
方
が
鮮
明
な
ほ
ど
、
強
烈
な
印
象
を
残

し
た
3
年
間
の
部
活
で
し
た
。

　

残
念
な
の
は
校
舎
改
築
で
プ
ー
ル
が
使
用
で
き

　
　
　
　
　
　

１
期
生　

梶　

謙
一

　

一
期
生
は
今
年
74
歳
を
迎
え
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
、
連
絡
の
取
れ
な
い
方
が
多
く
な

り
、
寂
し
い
限
り
で
す
。
一
方
、
東
京
を
離
れ
た
人

も
多
い
中
、
遠
く
か
ら
同
期
会
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

る
仲
間
に
は
感
謝
で
す
。「
一
期
生
会
」
は
毎
年
開

い
て
い
ま
す
。
や
む
な
く
参
加
で
き
な
い
方
に
は
近

況
を
送
っ
て
頂
き
、プ
リ
ン
ト
し
て
配
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

同
期
会
だ
よ
り

一
期
生

開
催
の
案
内

な
く
な
り
、
水
泳
部
の
活
躍
が
20
期
で
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　

小
圷
先
生
は
現
在
も
毎
年
ス
キ
ー
を
楽
し
ま
れ

る
ほ
ど
お
元
気
で
胸
板
も
当
時
の
ま
ま
分
厚
く
、

85
歳
と
い
う
年
齢
を
全
く
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
水
泳
部
同
窓
会
は
可
能
な
限
り
、

毎
年
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
期
生　

木
本　

芳
夫


